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電線・ケーブルの耐熱温度に関して 

 

電線・ケーブルの耐熱温度は、構成材料により決められており、次のとおりとなります。 

品 種 

絶縁体 シース 

構成材料 
耐熱温度

（℃） 
構成材料 

耐熱温度

（℃） 

ＩＶ ビニル ６０ － － 

ＨＩＶ 耐熱ビニル ７５ － － 

ＶＶＦ，ＶＶＲ ビニル ６０ ビニル ６０ 

６００Ｖ ＣＶ，ＣＶＴ 架橋ポリエチレン ９０ ビニル ６０ 

６６００Ｖ ＣＶ，ＣＶＴ 架橋ポリエチレン ９０ ビニル ６０ 

ＣＶＶ ビニル ６０ ビニル ６０ 

ＶＣＴＦ，ＶＣＴ ビニル ６０ ビニル ６０ 

ＦＣＰＥＶ ポリエチレン ７５ ビニル ６０ 

ＨＰ 架橋ポリエチレン ９０ ビニル ６０ 

ＡＥ ポリエチレン ７５ ビニル ６０ 

 

注１）一般的に電線・ケーブルの許容電流は、周囲温度４０℃で計算しています。周囲温度が 

高いと熱放散が悪くなるため、品種によっては大幅に許容電流が低下します。 

許容電流の低下を考慮し、周囲温度５０℃以下での使用をお勧めします。 

 注２）消防用の配線は、ＨＰ（耐熱電線）であれば火災発生時に１５分で３８０℃に達する 

    まで通電できますが、通常時の耐熱温度は上表の通り、シースの耐熱温度に制限され 

    ます。 

 


